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5 月になり、若葉萌える好季節となりました。ピーコックの集合研修では、看護部のみならず他部門のご

協力もいただき、多くの学びを得ることができました。心より感謝申し上げます。学生から社会人へ。ピー

コックそれぞれに看護師としての自覚が芽生え始めています。５月から部署の先輩看護師とともに基本的

看護技術の習得を目的としたプラクティス研修が始まりました。引き続きご指導よろしくお願いします。 

 

 

 

◎重症患者以外は全員「自立」：ベッドメーキング（重症者の場合は確認・見守りをお願いします） 

〇血糖測定・体位変換・パルスオキシメーターは数人が「自立」をもらった 

〇実施経験はあるが、「自立」はもらえていない項目 

 ⇒食事介助・体位変換・全身清拭・陰部洗浄・口腔ケア・寝衣交換・バイタルサイン 

パルスオキシメーター・経管栄養法 

 △ほとんどのピーコックが実施していない項目：採尿・採血・罨法等身体安楽促進ケア・体温調整 

 

 

ピーコックナースチェックリスト・３カ月項目の進捗状況 

ピーコックには、計画的にチェックリストの自己評価を行い、他者評価を受けるように指導しております。

知識・技術を確認し、チェックリストの評価をよろしくお願いいたします。 

4月はこんな 

学びが 

ありました！ 

社会人基礎力・看護倫理を学び、

人として看護師として命を預かる

責任感を感じました！ 

看護倫理の上に看護が成り立つ。

信頼関係が大切。不安があるとき

は報連相が大切！ 

技術が未熟で、焦ってしまい患者さん

を第一に考えてケアできなかった。 

助言を振り返りながら行動したい。 

学生とのギャップ、看護師としての責任を感じた。 

手順があやふやでは患者に不安を感じさせてしまう。 

患者のために、しっかりやりたい。 


